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６．町屋や一般建造物の町並みづくりに関する助成制度 
 

熊本市では、新町・古町地区の特徴の一つである町屋のある町並みを保存す

るために、助成制度を設けました。 

町屋を主とした伝統的様式建造物の保存・修景への助成のほか、モデル街区

に認定された通りでは、一般建造物の町並みに合わせた修景にも助成します。 

 

○手続きの流れ 

個別の保存・修景事業については、熊本市が相談窓口となります。保存・修

景計画図等をお持ちになって開発景観課までお越しください。要綱などの保

存・修景基準に沿うように助言いたします。 

その後、助成対象への応募をしていただき、事前審査によって助成対象を決

定します。 

 

 

（修景イメージ図） 
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 ●手続きの流れ 

   申請者が行うもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町並み協定の締結 

（一般建造物のみ必要） 

事前協議 

（新築・増改築・修理等の相談） 

建築設計 

助成金交付申請 

市で審査（審査期間 1 ヶ月） 

補助金交付決定 

事前審査 

（熊本市、地元の関係者） 

建築確認申請 

工事契約 

工事着手・完了 

完了実績報告 

完了検査 

助成金交付確定通知 

助成金請求 

町屋の認定 

助成金交付 

通りや街区単位で合意形成の上、町並

み協定を締結します。 

熊本市へ相談（無料）を行い、助成金

の活用や保存・修景の方法等について

検討します。 

予算の範囲内で、改修内容など助成効

果を総合的に評価した上、事前審査に

おいて助成対象を決定します。必要に

応じて専門家の助言を求めます。 

助成金の交付申請を受け、内容が町並

みｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝや町並み協定に沿った内容

であるか等について審査を行います。 

熊本市から申請者に対して交付決定

を通知します。 

工事は、助成金の交付決定を受けた年

度内に着手し、完了します。 

工事写真等の提出により、工事が完了

したことを報告します。 

熊本市は、工事が適正に行われたこと

を検査します。 

工事が適正であれば助成金額を確定

し、申請者へ通知します。 

保存・修景を行った町屋で、良好な景

観形成に寄与し、城下町の風情を感じ

られるものを認定します。 

助成金の交付の後に、支払った工事費

等の領収書の写しを市長へ提出して

いただきます。 

助成対象の募集 

4 月中旬から 5 月末頃まで助成対象の

募集を行います。必要な資料を熊本市

開発景観課へ提出して下さい。 


